
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

第５８５号 

                                                        ～粘り強く考え創造する子(知) 

                                                        ～仲間を思いやるやさしい子(徳) 

                                                        ～進んで体を鍛えるたくましい子(体) 

                                                        ～故郷を誇りに思い愛する子(愛)  
 

なぎさの子  
 

宗谷小学校学校だより 令和８年１月３０日    

 

さまざまな体験で さらなる成長へ 

                                      校長 塩原 千夏 

「聞いたことは忘れる、見たことは覚える、やったことはわかる」とよく言われます。この出展は、「荀子」

儒効篇の「不聞不若聞之、聞之不若見之、見之不若知之、知之不若行之」（聞かないことは聞くことに及ばな

い、聞くことは見ることに及ばない、また見ることは、理解することに及ばない。しかし、理解することは、

それを実践することに及ばない。したがって、学問は実践の段階まで至って終わるのである）だそうです。

（『中国名言名句の辞典』小学館）体験活動の大切さ、また実践できる力を養うことの大切さをよく言い表し

ていると思います。 

 体験にはさまざまなものがあります。原体験、自然体験、社会体験、奉仕活動体験等に分けることもありま

す。学校生活の毎日も新たな体験活動があります。学習体験もその一つです。休み時間に友達と遊ぶこと、給

食の準備をして仲良く食べること、掃除の時間に教室や学校をきれいにすること。まさに毎日が体験活動であ

り、そのなかで子供たちは人間として必要なことを学んで成長しています。学んだことを知識として蓄えるこ

とが目的ではありません。今求められている力は、学んだことをもとに、自分で考え、創造し、実践していく

力です。実践の段階では試行錯誤を繰り返し、失敗することも多いでしょう。逆に失敗の数だけまた成長して

いくのかもしれません。 

 体験したことを身に付けるために大切なことが３つあります。１つ目は、その体験のめあてをしっかりもつ

ことです。ただ何となくやってみた、こんなことをやらされた、では何も身に付きません。２つ目は、体の全

感覚を使って、「なぜだろう、どうしてだろう」と問いかけをもって考えることが大切です。自分なりの考え

をもち体験することで、より深く自分の力となります。３つ目は、様々な体験の中での人との関わりを大切に

することです。一人ではできないことも、力を合わせればできることがたくさんあります。力を合わせてでき

たことは、何よりの「宝」となります。 

 １年の中では最も短い３学期ですが、日常・非日常さまざまな体験によって、子供たちがさらに成長するこ

とを願っています。学校としても、知恵を集め工夫しながら教育活動を進めてまいります。図書協力員さん中

心に紙芝居の読み聞かせ会や、お父さん方を講師とした総合の学習、休み時間に得意なことを披露する「わく

わくタイム」など、新しいことにもいろいろチャレンジしていく予定です。 

３学期初日の下校の頃、「学校１日目終わってどうでしたか？」と何人かに尋ねると、「楽しかった。」との

返答。休み明けなので、私が「疲れてないですか？」と再度聞くと、にこにこ顔で、「疲れてないです。やっ

ぱり学校楽しい！」との答えが返ってきて、とっても嬉しくなりました。今後も学校・家庭・地域が共に協力

しながら、それぞれの立場でできる子供たちへのサポートにより、かけがえのない子供たちのさらなる成長

と、明るい未来が拓くことを切に願います。 

２０２６年も引き続き、皆様のご理解とご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
日時  令和８年２月１８日（水） 

時間  １３:４５～１５:０５ 発表 

    【低学年（２０分）→中学年（２０分）

→高学年（３０分）】 

場所  宗谷小学校 体育館 

内容  低 学 年：生活科見学の内容 

    中・高学年：漁業について 

左記の日程で「ふるさと学習発表会」が行われます。 

 宗谷小学校では、「ふるさと学習」として、児童が「生活科」や「総

合的な学習の時間」で、自分で選んだり設定したりしたテーマに沿って

地域のことを調べています。 

 この日は「地域参観日」と位置付け、 

宗谷小学校の保護者だけでなく、地域の方 

にも広く参観を呼び掛けています。 

子供たちが発表する姿をぜひたくさんの 

方にご覧いただきたいので、これを機会に 

お気軽に学校まで足をお運びください。 昨年度の発表の様子 
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２(月) 短縮日課 安全点検週間（～6 日） 

３(火) 短縮日課 専門委員会 

５(木) 短縮日課 わくわくタイム（中休み） 

 ぶっくくん 

６(金) 短縮日課 1 日入学 放課後遊び 

９(月) 代表委員会 PTA 三役会（17:００） 

１０(火) スキー授業② 

１１(水) 建国記念の日 

１２(木) スキー授業予備日 

 

 

１３(金) 性教育① 

１５(日) ノーゲーム・ノーメディアデー 

１６(月) 短縮日課 性教育② ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾀｲﾑ① 

１７(火) 短縮日課 性教育③ ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾀｲﾑ② 

１８(水) ふるさと学習発表会 ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾀｲﾑ③ 

１９(木) ＡＬＴ ぶっくくん 

２０(金) 短縮日課 専門委員会 

２３(月) 天皇誕生日 

２５(水) 短縮日課 PTA 役員会（18:00） 

２６(木) 短縮日課 

２７(金) 児童総会 「なぎさの子」配付 

 

 ２学期最終日に毎年恒例のクリスマス・カルタ会を実施しました。 

 例年、子供は子供同士、大人は大人同士で百人一首を行っていまし

たが、今年は趣向を変えて、子供と大人の混合でのチーム編成としま

した。（宗谷小の卒業生である中高生も多数参加してくれました。） 

 読み手の声が聞こえると、まずはあちらこちらから大人たちの迫力

ある声が響き渡ってきました。最初はその勢いに圧倒されていた子供

たちでしたが、自分たちも負けてられない、と体を乗り出して札を取

ろうとする姿が印象的でした。 

 宗谷小に伝統的に引き継がれている百人一首が、子供も大人も本当

に大好きなのだということがよく分かる光景でした。 

 最後はサンタさんも登場。満足そうにプレゼントをもらいながら帰

った子供たちにとって、充実したクリスマスになったと思います。 

  ３学期早々、保護者の方々にご協力いただき、充実した教育課程がスタートしてい

ます。この場を借りて改めてお礼申し上げます。 

【スキー授業】 
１回目のスキー学習を行いました。講師をお

願いした  さんをはじめ、お父さん方にも沢

山サポートに来ていただきました。他のどの学

校よりも充実した支援体制でした。短い授業時

間でしたが、滑るたびに上達していく子供たち

がいて、「本当に楽しかった！」という感想をた

くさん聞きました。次回のスキー授業は、２月

１０日です。改めてご協力をお願いします。 

【総合的な学習の時間の講師】 
現在、子供たちは２月に行われる「ふるさと学習発表会」に向けて、自分で決めたテーマに

沿って、調べ物をしたり発表物を作ったりしています。今回は、「宗谷小の未来と夢を語る会」

のアイディアで出された、お父さんたちによる「ゲストティーチャー」が実現しました。少し

緊張しながらも、しっかりと準備 

をして授業に臨んでいただいた 

講師のお父さん方、本当にありが 

とうございました。 
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紙芝居
読み聞かせ会


